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令和8年7月12日(日)、せんだいメディアテークで「こども提案プロジェクト助成2026

公開審査会」を開催しました。

「こども提案プロジェクト助成」は、こどもたちの「まちをもっとよくするチャレン

ジ」を応援する制度です。

仙台こども財団が、チャレンジに必要なお金を助成し、こどもたちのアイデアの実現

を後押しします。

活動グループのこどもたちが自分たちの想いを込めてプレゼンテーションを行い、こ

ども審査員が質疑応答をしながら真剣に審査しました。

審査の結果、4グループへの助成が決定！

これから、地域でこどもたちによるチャレンジがスタートします。

公開審査会を開催しました！



グループ名

Happy Smile Memorial

全校生徒や先生、地域の人たちと統合になる最後の小学校

での思い出をつくるため、手形・写真を使った文字アート

の制作を行います！

活動のタイトル

未来へ残そう！最後の校舎で生まれる
最幸（高）の思い出を！！

活動場所：宮城野区 幸町

グループ名

たぴおか６兄弟

活動のタイトル

つるがやこどもカフェ

地域で声を掛け合ったり挨拶したりできる関係をつくるた

め、工作を楽しみながら、みんなが交流できるカフェを開催

します！

活動場所：宮城野区 鶴ケ谷

グループ名

かのスーパーにこにこプロジェクト

地域の人たちに元気を届けるため、地域のイベントでステ

ージ発表やカフェを開いて手作りのプレゼントを渡しま

す！

活動のタイトル

みんなにこにこまぶしい笑顔

活動場所：太白区  鹿野

グループ名

あいあいリーダーズ

活動のタイトル

まちに元気をとどけるハロウィンパレード

地域の人たちを元気にするため、ハロウィンパレードで地域

の施設を訪問してお菓子をもらい、お礼に楽しい歌を届けて

交流します！

活動場所：青葉区 栗生

仙台のために活動するのは、こどもたち。

活動グループって？

「わたしたちのまち“仙台”をもっとよくしたい！」とい
う想いを仲間と一緒にカタチにします。
活動のテーマは自由で、「笑顔があふれるまちをつくる」
ためのチャレンジであればどんなテーマでもOK！ 
第一次審査（書類審査会）と第二次審査（公開審査会）
を経て助成が決まると、自分たちが考えた企画を実現し
ます。
今年度は、小学生4グループが活動を行います！



審査基準
① 自分たちのまちのことを考えた内容か

② こどもが中心となっている活動か

③ すべての人が楽しめる活動か

④ 最後までやりとげられる活動か

⑤ 安全にけがなく最後まで活動できるか

「どのグループも、仙台のまちをもっとよ

くしたいという想いが伝わってきた」

そんな声がこども審査員から聞かれまし

た。

活動グループの想いを大切にしながらみん

なで話し合い、一つひとつの提案と真剣に

向き合いました。

審査では…

活動グループの挑戦が、私たちの力に

審査結果の発表後には、活動グループへエー

ルを送りました。

「自分も仙台のために何かしたいと思った」

という声もあり、活動グループの挑戦は、こ

ども審査員にとっても自分にできることを考

え、新たな一歩を踏み出すきっかけとなりま

した。

こども審査員って？

こどもたちの提案を審査し、助成する活動

グループを決めるのが「こども審査員」で

す。

審査基準をもとに、活動グループへの質問

や意見交換をしながら審査します。

今回は、小学校5年生から中学校2年生まで

の8名が参加しました。

審査するのも、こどもたち。

※③〜⑤は、こども審査員が話し合って
　決めた基準です。



だれもが交流できる場に

なることを願います！

応援しています！

みんながニコニコに

なるプロジェクト、

成功を祈っています！

地域の人たちを

元気にできるように

がんばってください！

思い出を未来に

残そうとしている取組を

素晴らしく思います！

みなさんの想いがつまった

すてきなカフェに

してください☻

これからも活動の様子をホームページやSNSでお届けしていきます。

引き続き、こどもたちへの応援をよろしくお願いいたします！
こども提案

プロジェクト助成
HPはこちらから

たくさんの応援をありがとうございました

7月1日から31日まで実施した「せんだいこども応援アクション」では、多くの皆さまにこ

どもたちのチャレンジを応援していただきました。

キャンペーン期間中に、116,326円のご寄附をお寄せいただきました。

いただいたご支援は、こどもたちの活動を支えるために大切に活用させていただきます。

活動グループへの
＼応援メッセージを一部ご紹介します！／
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